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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、普遍的に発現する異種核リボ核タンパク質（hnRNP）のサブファミリーに属します。hnRNPは核酸結合タンパク質であり、異種核RNA（hnRNA）と複合体を形成します。これらのタンパク質は核内のpre-mRNAと関連しており、pre-mRNAのプロセシングやmRNA代謝・輸送の他の側面に影響を及ぼすと考えられています。すべてのhnRNPは核内に存在しますが、一部は核と細胞質の間を往復しているようです。hnRNPタンパク質はそれぞれ異なる核酸結合特性を持っています。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、RNAに結合する準RRMドメインの繰り返しを2つ有します。このタンパク質は核と細胞質の両方に局在します。このタンパク質はmRNAの安定性の調節に関与しています。この遺伝子の選択的スプライシングにより、4つの転写産物バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2008年7月]、機能：多くのプロトオンコゲンおよびサイトカインmRNAの3'-UTR内に存在するAUリッチエレメント（ARE）を含むRNA分子に高い親和性で結合します。また、二本鎖および一本鎖DNA配列に特異的に結合し、転写因子として機能します。各RNA結合ドメインは、一本鎖の非単調な5'-UUAG-3'配列にのみ特異的に結合し、一本鎖の5'-TTAGGG-3'テロメアDNAリピートにはより弱く結合します。5'-UUAGGG-3'リピートを持つRNAオリゴヌクレオチドは、テロメアの一本鎖DNA 5'-TTAGGG-3'リピートよりも強く結合します。RRM1がDNAに結合すると、テロメア伸長に役割を果たす可能性のあるDNA四重鎖構造の形成が阻害されます。翻訳的に共役したmRNAのターンオーバーに関与している可能性がある。主要コード領域不安定性決定因子（mCRD）ドメインを介したFOS mRNAの細胞質脱アデニル化／翻訳および崩壊の相互作用において、他のRNA結合タンパク質と関与している。,PTM：Arg-345はジメチル化されており、おそらく非対称ジメチルアルギニンとなっている。,配列注意：汚染配列。N末端部に由来不明の配列が含まれている。,配列注意：複数の配列競合がある。,類似性：2つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含む。,細胞内局在：リボヌクレオソームの構成要素。,サブユニット：FOS mCRDドメインに関連する複合体の一部であり、PABPC1、PAIP1、CSDE1/UNR、およびSYNCRIPからなる。IGF2BP2と相互作用する。,
	研究分野
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	hnRPD抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	hnRPD抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	hnRPD抗体を用いた293、Jurkat、3T3、およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	hnRNP D0ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

